








































































































































































































































8　van Dijk and Kintsch（1983）を参照。


























第 1課　話しことばから書きことばへ 例 . やっぱり　→　やはり
第 2課　和語と漢語 例 . 分ける　 →　分類する
第 3課　名詞化 例 . 経済が発展する　→　経済の発展
第 4課　ジャンルによる語の使い分け 例 . （エッセイ） 面白い　→　（レポート・論文） 興味深い
　　例 . （新聞・ウェブサイト等）消費量のダウン　→　（レポート・論文）消費量の低下

























9 図 3-1　教材例 （「基礎編 第３課 名詞化」 の一部）
４. ２. ３ 問題演習の例







第 3 課 名詞化 
 
 
   発表レジュメやスライド原稿では、箇条書きで書くことが多く、そのときに動詞と同じ意味 
の名詞に置き換えて表現することがある。 
 
   動詞を名詞に置き換えるには、次の方法がある。 
A. 同じ意味の漢語を用いる 
例. パソコンが壊れる  →  パソコンの故障 
利用状況を調べる  →  利用状況の調査 
 
B. 動詞の連用形を用いる 
例. 列車が遅れる     → 列車の遅れ 
ゴミを埋め立てる →  ゴミの埋め立て 
 
    C. 「こと」を用いる 
       例. 意見を述べる    → 意見を述べること 
 
   注意：箇条書きでは、表す意味によっては「名詞＋の＋名詞」以外のものもある。 
例. 利用状況を調べる  →  利用状況を調査 
 
 
ステップ１                                       ☆ 
 
【問題】例のように、適切な語を選びなさい。 
  例． パソコンが壊れる → パソコンの（ a. 故障  b. 壊れ  c. 破壊 ） 
     列車が遅れる     → 列車の  （ a. 遅刻  b. 遅れ  c. 遅滞 ） 
 
1. 気温が上がる  → 気温の（ a. 上がり  b. 高騰  c. 上昇 ） 
・・・（中略）・・・ 
 
ステップ２                                     ☆☆ 
 
【問題Ⅰ】例のように、適切な語を書きなさい。 
  例． パソコンが壊れる → パソコンの（  故障  ） 
     列車が遅れる   → 列車の（  遅れ   ） 
  




  例.  列車が遅れて、約 2 万人の通勤客に影響が出た。 
         →（  列車の遅れ  ）が原因で、約 2 万人の通勤客に影響が出た。 
 
1. 日系企業と外資系企業における給与を比べたものを図１に示す。 




  図 3-2 に示したステップ 3の問題は、一連の談話内容をパワーポイントのスラ
イド原稿の一部として書く課題である。表現形式の違いに応じたパラフレーズを考
えさせる。
図 3-2　教材例 （「基礎編 第３課 名詞化」 の一部）
ステップ 3                                    ☆☆☆ 
【問題】以下は、「日本の『食』とウナギ養殖研究」という発表内容の一部である。この内容について、 















（参考：「朝日新聞」2010 年 12 月 27 日, 「農学 命を育む」東京大大気海洋 
研究所教授・塚本勝巳氏の基調講演による） 
 
    
《スライド原稿》 
研究の背景Ⅰ 
   
■シラスウナギの地球規模での        → 絶滅？ 
 
■ウナギの       に関する研究 
    １. 生態の解明  
    ２. 天然資源への影響を        → 完全養殖の達成 
 
      ■ウナギの産卵場調査 ・・・ 1960 年代に        
仮説１  マリアナ沖で産卵する  
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